
JP 2020-2609 A 2020.1.9

10

(57)【要約】
【課題】施工性を向上し得、かつ開放状態の開き戸を見
栄え良く納め得るパネル装置を提供する。
【解決手段】パネル装置１は、開き戸２０に開閉される
開口１１が設けられ、該開き戸の戸尻側端部２３を回転
自在に保持する戸付パネル１０と、この戸付パネルの戸
尻側に直交状に配設され、前記戸付パネルに対して直交
状に開放状態とされた前記開き戸を納める受入凹所３２
が設けられた戸納めパネル３０と、を備えており、前記
受入凹所は、開放状態の前記開き戸の表面２１と前記戸
納めパネルの表面３１とが同一平面状となるように前記
開き戸を納める構成とされている。
【選択図】図１



(2) JP 2020-2609 A 2020.1.9

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　開き戸に開閉される開口が設けられ、該開き戸の戸尻側端部を回転自在に保持する戸付
パネルと、この戸付パネルの戸尻側に直交状に配設され、前記戸付パネルに対して直交状
に開放状態とされた前記開き戸を納める受入凹所が設けられた戸納めパネルと、を備えて
おり、
　前記受入凹所は、開放状態の前記開き戸の表面と前記戸納めパネルの表面とが同一平面
状となるように前記開き戸を納める構成とされていることを特徴とするパネル装置。
【請求項２】
　請求項１において、
　前記受入凹所は、開放状態の前記開き戸の戸先側端面とこれに対面される当該受入凹所
の内側面との間に手指の挿入可能な隙間が形成されるように前記開き戸を納める構成とさ
れていることを特徴とするパネル装置。
【請求項３】
　請求項２において、
　前記開き戸の戸先側端部には、開放状態において前記内側面に向けて開口する手掛凹所
が設けられていることを特徴とするパネル装置。
【請求項４】
　請求項３において、
　前記手掛凹所は、前記戸先側端部の開放状態における前記受入凹所の底面側を向く部位
に当該開き戸の高さ方向の全体に亘って凹段部状に設けられていることを特徴とするパネ
ル装置。
【請求項５】
　請求項４において、
　前記手掛凹所は、当該開き戸の開放状態における前記受入凹所の底面に対面される面側
においても手掛可能な構成とされていることを特徴とするパネル装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、パネル装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、開口を区画する上枠及び両側の縦枠を有したドア枠と、このドア枠に回転自
在に組み込まれるドアと、を備えたドア装置が知られている（例えば、下記特許文献１参
照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１３－２０９８８１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記のようなドア装置においては、上枠と両側の縦枠とを建付け調整し
ながら枠下地に固定し、また、このドア枠に対して建付け調整しながらドアを組み込む必
要があり、更なる改善が望まれる。また、開放状態のドアが壁面に沿わせられる場合には
、壁面から突出した状態となるため、煩雑な印象を与えるものであった。
【０００５】
　本発明は、上記実情に鑑みてなされたものであり、施工性を向上し得、かつ開放状態の
開き戸を見栄え良く納め得るパネル装置を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
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【０００６】
　前記目的を達成するために、本発明に係るパネル装置は、開き戸に開閉される開口が設
けられ、該開き戸の戸尻側端部を回転自在に保持する戸付パネルと、この戸付パネルの戸
尻側に直交状に配設され、前記戸付パネルに対して直交状に開放状態とされた前記開き戸
を納める受入凹所が設けられた戸納めパネルと、を備えており、前記受入凹所は、開放状
態の前記開き戸の表面と前記戸納めパネルの表面とが同一平面状となるように前記開き戸
を納める構成とされていることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明に係るパネル装置は、上述のような構成としたことで、施工性を向上させること
ができ、また、開放状態の開き戸を見栄え良く納めることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】（ａ）、（ｂ）は、本発明の一実施形態に係るパネル装置の一例を模式的に示す
概略斜視図である。
【図２】同パネル装置の概略横断面図である。
【図３】同パネル装置の概略横断面図である。
【図４】（ａ）は、同パネル装置が備える戸付パネルを模式的に示す一部破断概略正面図
、（ｂ）は、同パネル装置が備える戸納めパネルを模式的に示す一部破断概略正面図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下に本発明の実施の形態について、図面に基づいて説明する。
　なお、以下の実施形態では、本実施形態に係るパネル装置を施工した状態で、開き戸を
開放させる際に引き操作する側において閉鎖状態とされた開き戸に対面した使用者を基準
として、使用者側を前方、その逆側を後方とし、また、上下方向等の方向を説明する。
【００１０】
　図１～図４は、本実施形態に係るパネル装置の一例を模式的に示す図である。
　本実施形態に係るパネル装置１は、図１（ａ）、（ｂ）に示すように、開き戸２０に開
閉される開口１１が設けられ、開き戸２０の戸尻側端部２３を回転自在に保持する戸付パ
ネル１０を備えている。また、パネル装置１は、この戸付パネル１０の戸尻側に直交状に
配設され、戸付パネル１０に対して直交状に開放状態とされた開き戸２０を納める受入凹
所３２が設けられた戸納めパネル３０を備えている。
【００１１】
　これら戸付パネル１０及び戸納めパネル３０は、住居等の建物内を間仕切る間仕切壁の
一部を構成するように配設される。つまり、これら戸付パネル１０及び戸納めパネル３０
の高さ寸法は、隣接して配設される間仕切壁（壁下地）の高さ寸法に応じた寸法とされて
いる。これら戸付パネル１０及び戸納めパネル３０の高さ寸法は、互いに同高さとしても
よく、また、床から天井までの天井高に応じて適宜の寸法とすればよく、例えば、２００
０ｍｍ～３０００ｍｍ程度としてもよい。また、これら戸付パネル１０及び戸納めパネル
３０の厚さ寸法は、互いに同厚さとしてもよく、また、隣接して配設される間仕切壁の厚
さ寸法に応じて適宜の寸法とすればよく、例えば、５０ｍｍ～２００ｍｍ程度としてもよ
い。また、これら戸付パネル１０及び戸納めパネル３０の壁幅方向に沿う幅寸法は、互い
に同幅としてもよく、また、取扱性や施工性の観点や、所望する開口幅に応じて適宜の寸
法としてもよく、例えば、６００ｍｍ～１８００ｍｍ程度としてもよい。
【００１２】
　戸付パネル１０は、図１に示すように、開口１１の天井側を区画する上端パネル部１２
と、この上端パネル部１２の壁幅方向両側に連なるように設けられ、開口１１の幅方向両
側を区画する戸先側パネル部１７及び戸尻側パネル部１８と、を備えている。この戸付パ
ネル１０の開口１１は、戸付パネル１０を壁厚（パネル厚さ）方向に貫通して設けられて
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いる。図例では、開口１１を、戸付パネル１０の壁幅方向略中央部に位置するように設け
た例を示している。つまり、戸先側パネル部１７及び戸尻側パネル部１８の壁幅方向に沿
う寸法を互いに略同寸法とした例を示しているが、互いに異なる寸法としてもよい。
　なお、図例では、戸付パネル１０に、開口１１の下側を区画する部位を設けていない例
を示しているが、このような態様に限られない。例えば、戸先側パネル部１７及び戸尻側
パネル部１８の下端部を連結するように、沓摺部等の厚さ方向を上下方向に沿わせて配さ
れる帯板状の下側連結部を設けた態様としてもよい。この場合、例えば、下側連結部の厚
さを隣接して配される床材と同厚さとされたものとしてもよい。
【００１３】
　この戸付パネル１０の戸尻側（吊元側）には、図４（ａ）に示すように、開き戸２０を
回転自在に保持する保持部１３，１９が設けられている。この保持部１３，１９は、戸付
パネル１０に対する開き戸２０の開き角が少なくとも９０度となるように開き戸２０を保
持する構成とされている。このような保持部１３，１９としては、羽根蝶番等でもよいが
、図例では、保持部１３，１９を、開き戸２０に設けられた被保持部としての軸受部２４
，２５に挿入される軸部とした例を示している。これら保持部１３，１９は、互いに向き
合う方向となる上下方向に軸方向を沿わせ、同軸状に設けられている。また、上端パネル
部１２の戸尻側端部に開き戸２０の戸尻側端部２３の上端部に設けられた軸受部２４に挿
入される保持部１３を設けた例を示している。また、戸尻側パネル部１８の下端部に開き
戸２０の戸尻側端部２３の下端部に設けられた軸受部２５に挿入される保持部１９を設け
た例を示している。開き戸２０の軸受部２４，２５は、上下方向外側に向けて開口するよ
うに設けられている。図例では、これら軸受部２４，２５を、開き戸２０の戸厚方向略中
心に設けた例を示している。
【００１４】
　なお、上下の保持部１３，１９のうちの少なくとも一方を、軸方向に進退自在とされた
ものとしてもよい。また、戸付パネル１０の戸尻側に保持部１３，１９を構成する軸部を
設けた態様に代えて、開き戸２０側に軸部を設け、戸付パネル１０の戸尻側に軸受部を設
けた態様としてもよい。開き戸２０を回転自在に保持する保持部１３，１９としては、そ
の他、種々の変形が可能である。また、これら保持部１３，１９及び開き戸２０のうち少
なくとも保持部１３，１９は、戸付パネル１０に予め組付けられたものでもよい。
【００１５】
　また、本実施形態では、図３及び図４（ａ）に示すように、戸先側パネル部１７及び戸
尻側パネル部１８における開口１１の開口幅方向両側を区画する互いに向き合う内側面の
それぞれに戸当たり部１７ａ，１８ａを設けた構成としている。これら戸当たり部１７ａ
，１８ａは、互いに向き合う方向に突出し、上下方向（戸高方向）に延びるように設けら
れている。これら戸当たり部１７ａ，１８ａは、戸先側パネル部１７及び戸尻側パネル部
１８の壁厚方向における反戸納めパネル側部位（後方側部位）において突出するように設
けられている。なお、これら戸当たり部１７ａ，１８ａは、戸先側パネル部１７及び戸尻
側パネル部１８のそれぞれに一体的に設けられたものでもよく、別体的に設けられて適宜
の止具等によって固定されたものでもよい。
【００１６】
　また、戸先側パネル部１７及び戸尻側パネル部１８の内側面の壁厚方向における戸納め
パネル３０側部位（前方側部位）は、互いに平行な平坦面状とされている。これら戸先側
パネル部１７及び戸尻側パネル部１８の内側面の前方側部位の壁厚方向に沿う寸法は、開
き戸２０の戸厚寸法に応じた寸法とされている。また、図例では、戸先側パネル部１７の
戸当たり部１７ａを除いた部位の壁幅方向に沿う寸法を、戸先側パネル部１７の手前側に
直交状に隣接して配された間仕切壁の厚さ寸法と略同寸法とした例を示している。なお、
戸先側パネル部１７の手前側に、後記する戸納めパネル３０とによって通路を形成するよ
うに、直交状に間仕切壁を設けた態様に代えて、戸先側パネル部１７の壁幅方向外側に間
仕切壁を設けた態様等としてもよい。また、戸尻側パネル部１８の壁幅方向外側や後方側
にも間仕切壁を設けた態様等としてもよい。
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【００１７】
　また、図例では、戸先側パネル部１７及び戸尻側パネル部１８のそれぞれを、戸当たり
部１７ａ，１８ａを有した帯状材と、帯状材が固定される縦桟と、縦桟の壁厚方向両側に
固定されたボード材と、を備えた構成とした例を示している。なお、戸先側パネル部１７
及び戸尻側パネル部１８としては、このような構成とされたものに限られず、一体的に形
成されたような構成とされたものとしてもよい。また、図例では、上端パネル部１２に戸
当たり部を設けていない例を示しているが、上端パネル部１２にも戸当たり部を設けた態
様としてもよい。また、上端パネル部１２も同様、帯状材や横桟、横桟の壁厚方向両側に
固定されたボード材等を備えたものでもよく、戸先側パネル部１７及び戸尻側パネル部１
８のそれぞれに一連状に設けられたものでもよい。例えば、上端パネル部１２、戸先側パ
ネル部１７及び戸尻側パネル部１８を、壁下地を構成する縦桟及び横桟を備えた下地桟と
、この下地桟の壁厚方向両側に固定された略門形のボード材と、を備えた構成としてもよ
い。
【００１８】
　また、本実施形態では、図１及び図４（ａ）に示すように、戸付パネル１０に、閉鎖装
置（ドアクローザー）１４を設けた構成としている。また、この閉鎖装置１４の本体部を
、上端パネル部１２に埋込状に設けた構成としている。この閉鎖装置１４は、本体部に対
して一端部が上下方向に沿う軸回りに回転自在に保持されたアーム１５と、開き戸２０の
上端部に設けられ、アーム１５の他端部を戸幅方向にスライド自在に保持するレール１６
と、を備えている。また、閉鎖装置１４には、アーム１５を閉鎖側に回転させるように付
勢するばね等の付勢部材と、閉鎖側に回転するアーム１５を減速させるオイルダンパー等
のダンパーと、が設けられている。また、閉鎖装置１４には、受入凹所３２に納められた
開放位置（全開位置）において開き戸２０を保持する全開維持機構としてのストッパー機
構が設けられている。なお、閉鎖装置１４としては、このような構成とされたものに限ら
れず、その他、種々の構成とされたものの採用が可能である。また、戸付パネル１０の開
き戸２０の具体的構成については後述する。
【００１９】
　戸納めパネル３０の受入凹所３２は、図１（ａ）及び図２に示すように、開放状態の開
き戸２０の表面（第１表面、閉鎖状態で後方側に向く面）２１と戸納めパネル３０の表面
３１とが同一平面状となるように開き戸２０を納める構成とされている。ここに、開放状
態の開き戸２０の第１表面２１と戸納めパネル３０の表面３１とは、完全に同一平面とな
るものに限られず、概ね同一平面となるものあればよく、戸納めパネル３０の壁厚方向に
１０ｍｍ以下、好ましくは５ｍｍ以下の段差が形成されるものでもよい。本実施形態では
、開き戸２０の受入凹所３２の底面３３に対面される面としての第２表面２２が開放状態
において受入凹所３２の底面３３に当接または近接される構成としている。つまり、開き
戸２０の戸厚寸法と、受入凹所３２の壁厚方向に沿う深さ寸法と、を略同寸法としている
。このような構成とすれば、開放状態の開き戸２０を安定的に受入凹所３２に納めること
ができ、がたつき等を防止することができる。
【００２０】
　この受入凹所３２は、図１（ｂ）及び図４（ｂ）に示すように、戸納めパネル３０の表
面３１から段落ち状に設けられている。また、この受入凹所３２は、壁厚方向一方側、戸
付パネル１０側となる壁幅方向一方側（後方側）及び下方側に向けて開口するように設け
られている。この受入凹所３２は、壁厚方向一方側に向く底面３３と、戸付パネル１０側
に向く内側面３４と、下方側に向く天面３５と、によって区画されている。これら底面３
３、内側面３４及び天面３５は、それぞれ平坦面状とされている。この受入凹所３２の上
下方向に沿う寸法及び壁幅方向に沿う寸法は、開き戸２０の受け入れが可能なように開き
戸２０の戸高寸法及び戸幅寸法（受入凹所３２に受け入れられた部位の戸幅寸法）よりも
大とされている。
【００２１】
　本実施形態では、受入凹所３２は、図２に示すように、開放状態の開き戸２０の戸先側
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端面２６とこれに対面される当該受入凹所３２の内側面３４との間に手指の挿入可能な隙
間が形成されるように開き戸２０を納める構成とされている。開放状態の開き戸２０の戸
先側端面２６と受入凹所３２の内側面３４とは、互いに略平行状に配される。つまり、開
放状態の開き戸２０の戸先側端面２６と受入凹所３２の内側面３４との間には、上下方向
の全体に亘って略同幅の隙間が形成される。開放状態の開き戸２０の戸先側端面２６から
受入凹所３２の内側面３４までの壁幅方向に沿う寸法（隙間）は、手指の挿入が可能な寸
法とすればよく、例えば、２０ｍｍ～５０ｍｍ程度としてもよい。
【００２２】
　戸納めパネル３０は、戸付パネル１０側に向く面（後端面）を、戸付パネル１０の戸尻
側パネル部１８の戸納めパネル３０側に向く面（前面）に当接させて戸付パネル１０に対
して直交状に配設される。図例では、この戸納めパネル３０を、受入凹所３２の底面３３
が戸付パネル１０の戸尻側パネル部１８の前方側部位の内側面と略同一平面状となるよう
に配設した例を示している。また、戸納めパネル３０の反戸付パネル側（前方側）に、他
の間仕切壁を連なるように配設した例を示している。
　なお、図例では、戸納めパネル３０を中実状に一体成形されたようなものとした例を示
しているが、上記同様、帯状材や下地桟、ボード材等を組み合わせて構成されたものとし
てもよい。
　また、戸付パネル１０と戸納めパネル３０との接合部に、互いに係合する係合部として
凹部や凸部を設けた構成としてもよい。また、これら戸付パネル１０と戸納めパネル３０
とは、別体とされたものに限られず、一体的に設けられたものでもよい。
【００２３】
　開き戸２０は、上下方向に長尺な略矩形平板状とされている。この開き戸２０の戸幅寸
法及び戸高寸法は、開口１１の開口幅及び開口高に応じて適宜の寸法とすればよい。また
、この開き戸２０の戸厚寸法は、２０ｍｍ～５０ｍｍ程度としてもよい。
　この開き戸２０は、閉鎖状態において戸先側端部が戸先側パネル部１７の戸当たり部１
７ａに当接または近接され、戸尻側端部２３が戸尻側パネル部１８の戸当たり部１８ａに
当接または近接される。また、図例では、この開き戸２０の戸尻側端部２３に面取部を設
けた例を示している。図例では、この面取部を、戸高方向に見て、保持部１９（軸受部２
５）の軸心を円心とする円弧状とした例を示している。なお、開き戸２０の蝶番等による
保持態様によっては、このような面取部を設けないようにしてもよい。
【００２４】
　また、開き戸２０の戸先側端部には、図２に示すように、開放状態において開き戸２０
の戸先側端面２６に対面される戸納めパネル３０の受入凹所３２の内側面３４に向けて開
口する手掛凹所２７が設けられている。本実施形態では、この手掛凹所２７を、戸先側端
部の開放状態における受入凹所３２の底面３３側を向く部位（第２表面２２側部位）に当
該開き戸２０の高さ方向の全体に亘って凹段部状に設けた構成としている。つまり、開き
戸２０の戸先側端部の第１表面２１側部位に、高さ方向の全体に亘って第１突片部２８が
形成されるように、第２表面２２側部位に凹段部状の手掛凹所２７を設けた構成としてい
る。この第１突片部２８は、第１表面２１に沿うように、かつ戸幅方向外側に向けて突出
するように設けられている。また、この第１突片部２８の先端面が当該開き戸２０の戸先
側端面２６を構成する。
【００２５】
　また、本実施形態では、手掛凹所２７は、当該開き戸２０の開放状態における受入凹所
３２の底面３３に対面される面側、つまり、第２表面２２側においても手掛可能な構成と
されている。また、開き戸２０の第２表面２２側部位に、第２表面２２に沿うように、か
つ戸幅方向外側に向けて突出するように第２突片部２９を設けた構成としている。この第
２突片部２９は、手掛凹所２７の第２表面２２側を区画するように、開き戸２０の高さ方
向の全体に亘って設けられている。
　また、この第２突片部２９は、図３に示すように、閉鎖状態とされた開き戸２０に第２
表面２２側において対面した状態で、手掛が可能となるように、突出寸法（手掛凹所２７
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の底部からの突出寸法）が第１突片部２８の突出寸法よりも小とされている。つまり、第
２突片部２９は、閉鎖状態において第２突片部２９の先端面とこれに対面される戸先側パ
ネル部１７の内側面との間に手指の挿入可能な隙間が形成されるように設けられている。
なお、閉鎖状態とされた開き戸２０に第１表面２１側において対面した状態における開放
操作は、戸先側端部を開放側に押すことでなされるものでもよい。
【００２６】
　また、図例では、第２突片部２９の戸厚方向に沿う寸法を、第１突片部２８の戸厚方向
に沿う寸法よりも小とした例を示している。また、第２突片部２９を、戸高方向に見て突
出方向先端側に向かうに従い先細状の形状とした例を示している。また、第２突片部２９
の突出寸法を、第１突片部２８の突出寸法の１／２程度とした例を示している。また、第
１突片部２８の戸厚方向に沿う寸法を開き戸２０の戸厚寸法の１／２程度とし、第１突片
部２８の突出寸法を上記した受入凹所３２の内側面３４との隙間よりも僅かに大きい寸法
とした例を示している。なお、これら第１突片部２８及び第２突片部２９の突出寸法や戸
厚方向に沿う寸法は、上記したような寸法に限られず、手掛性や強度上の観点等から適宜
の寸法とすればよい。
【００２７】
　また、本実施形態では、当該開き戸２０の第１表面２１及び手掛凹所２７が設けられた
部位を除く第２表面２２を、平坦面状としている。つまり、開き戸２０の戸厚方向両面２
１，２２に、ハンドルや手掛部等の開閉操作部による突出部を設けていない構成としてい
る。なお、開き戸２０としては、このように戸厚方向両面２１，２２が略平坦面状とされ
たものに限られず、中央部に凹部を形成するように鏡板状部が設けられた框パネル状とさ
れたものや、ガラリ等の通気部や透光部等が設けられたものとしてもよい。また、当該開
き戸２０の戸先側端部の戸厚方向両側に、埋込状に開閉操作部を設けた構成等としてもよ
い。この場合、この開閉操作部によって没入されるラッチ部を開き戸２０の戸先側端面２
６に設けた構成等としてもよい。また、この場合は、戸先側パネル部１７の前方側部位の
内側面に、開き戸２０のラッチ部を受け入れるラッチ受（ストライク）を設けた構成とし
てもよい。また、この場合は、上記したような閉鎖装置１４を設けていない構成としても
よい。
【００２８】
　また、開き戸２０の閉鎖状態を維持する閉鎖維持機構及び全開状態を維持する全開維持
機構としては、閉鎖装置１４やラッチ部に限られない。例えば、開き戸２０の戸先側端部
に、ばね等の付勢部材によって突出方向に付勢され、平面視して先端面が突湾曲面形状と
された係合突起を戸幅方向に出没自在に設けた構成等としてもよい。つまり、開き戸２０
の戸先側端部の戸厚方向開側への移動を伴いばね等の付勢部材の付勢に抗して没入される
係合突起を設けた構成等としてもよい。または、マグネットキャッチやプッシュキャッチ
、ボールキャッチ、ローラーキャッチ等の種々のキャッチ機構や締り部材を閉鎖維持機構
や全開維持機構として採用するようにしてもよく、その他、種々の構成とされたものの採
用が可能である。
【００２９】
　また、開き戸２０は、木質系材料やその他、種々の材料から形成されたものでもよく、
枠状芯材内にペーパーコアなどのコア材や発泡材が充填された芯材に面材が貼着されたフ
ラッシュパネル状とされたものでもよい。
　また、戸付パネル１０及び戸納めパネル３０は、施工された状態で露出する面が壁クロ
ス等の化粧層が設けられる壁下地面を構成するものでもよく、適宜の化粧層が設けられた
化粧面とされたものでもよい。
【００３０】
　本実施形態に係るパネル装置１は、上述のような構成としたことで、施工性を向上させ
ることができ、また、開放状態の開き戸２０を見栄え良く納めることができる。
　つまり、開き戸２０に開閉される開口１１が設けられ、開き戸２０を回転自在に保持す
る戸付パネル１０を備えた構成としている。従って、戸枠を建付け調整しながら組付けた
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り、戸枠に開き戸を建付け調整しながら組み込んだりする必要があるものと比べて、施工
性を極めて向上させることができる。また、戸付パネル１０の戸尻側に直交状に配設され
る戸納めパネル３０の受入凹所３２を、開放状態の開き戸２０の第１表面２１と戸納めパ
ネル３０の表面３１とが同一平面状となるように開き戸２０を納める構成としている。従
って、開放状態の開き戸２０を戸納めパネル３０の受入凹所３２に見栄え良く納めること
ができる。これにより、有効開口幅を効果的に大きくすることができ、また、開放状態の
開き戸２０が邪魔になり難くなり、開口１１を往来する際における開き戸２０への引っ掛
かり等を抑制することができる。
【００３１】
　また、本実施形態では、受入凹所３２を、開放状態の開き戸２０の戸先側端面２６とこ
れに対面される当該受入凹所３２の内側面３４との間に手指の挿入可能な隙間が形成され
るように開き戸２０を納める構成としている。従って、この隙間に手指を挿入して戸先側
端部に手を掛けて開き戸２０を閉鎖側に移動させることができる。これにより、本実施形
態のように、開き戸２０の第１表面２１に手掛部を設けない構成とすることもできる。ま
た、開放状態の開き戸２０の戸先側端面２６と受入凹所３２の内側面３４との間に凹溝状
に隙間が形成されることとなるので、開き戸２０の戸先側端部や受入凹所３２の内側面３
４の途中部位に手掛用の凹所を切欠状に設けたものと比べて、すっきりとした印象を与え
ることができる。
【００３２】
　また、本実施形態では、開き戸２０の戸先側端部に、開放状態において内側面３４に向
けて開口する手掛凹所２７を設けた構成としている。従って、手掛凹所２７に手指を掛け
ることができるので、戸先側端面２６を全体に亘って平坦面状としたものと比べて、開き
戸２０を閉鎖させる側に移動させる際における操作性を向上させることができる。また、
開き戸２０の第１表面２１に手掛部を設ける必要がないので、本実施形態のように、第１
表面２１を平坦面状にすることもできる。
【００３３】
　また、本実施形態では、手掛凹所２７を、戸先側端部の第２表面２２側部位に当該開き
戸２０の高さ方向の全体に亘って凹段部状に設けた構成としている。従って、手掛凹所２
７を途中部位に切欠状に設けたようなものと比べて、すっきりとした印象を与えることが
できる。つまり、開き戸２０の戸先側端部の手掛凹所２７が設けられた第２表面２２側で
は、手掛凹所２７が当該開き戸２０の高さ方向の全体に亘って凹段部状の外観を呈するこ
ととなり、見栄えを向上させることができる。なお、このような態様に代えて、開き戸２
０の戸先側端部の第２表面２２側部位の途中部位のみに切欠状に手掛凹所２７を設けた構
成としてもよい。
【００３４】
　また、本実施形態では、手掛凹所２７を、当該開き戸２０の第２表面２２側においても
手掛可能な構成としている。従って、受入凹所３２の底面３３に対面される第２表面２２
側に埋込状に手掛部を設けたり、受入凹所３２の底面３３に第２表面２２において突出す
る手掛部を受け入れる凹所を設けたりする必要がない。これにより、本実施形態のように
、開き戸２０の手掛凹所２７よりも戸尻側の両面をフラットな外観にすることもできる。
なお、このような態様に代えて、手掛凹所２７を、当該開き戸２０の第２表面２２側にお
いては手掛不能な構成とし、第２表面２２に埋込状の手掛部または突出する手掛部を設け
た構成としてもよい。この場合は、必要に応じて、受入凹所３２の底面３３に第２表面２
２において突出する手掛部を受け入れる凹所を設けた構成としてもよい。
　また、本実施形態に係るパネル装置１が備える各部材及び各部の具体的構成としては、
上記した構成に限られず、その他、種々の変形が可能である。
【符号の説明】
【００３５】
　１　　　　パネル装置
　１０　　　戸付パネル
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　１１　　　開口
　２０　　　開き戸
　２１　　　第１表面（表面）
　２２　　　第２表面（開放状態における受入凹所の底面に対面される面）
　２３　　　戸尻側端部
　２６　　　戸先側端面
　２７　　　手掛凹所
　３０　　　戸納めパネル
　３１　　　表面
　３２　　　受入凹所
　３３　　　底面
　３４　　　内側面

【図１】 【図２】
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